
祝祭日、国旗いっぱい東郷町

明日の農林業を語る

＝知事とSAPの集い一
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　町のSAP会員は、地道に学修

と実践活動を推進していますが、

昭和55年度宮崎臼日農業技術賞、

優良機能集団としての受賞を機去

に、知事をはじめ関係指導哲を招

き、　「明日の農材く業を語る知事と

SAPの集い」を2弓28日に催し

ました。

　当日は美々津ゴ・レーフ場入口で知

事を出迎・．＼寺追みかん団地、日

田尾養蚕団地等を視察、田野では

「青年の山」の説明を行い、田野

の築たんぼモの中に設けられた会

場で座談会が行われました，

　仔：野婦人会とSAPの女子会員

によるミおにぎり　ミとミニシズ　ミ

をほうばりながらの座談会とあっ

て、大変なごやかなぶんい気の中

にも鋭い質問が出されていました

山ねむる山のふもとに海ねむる

　　　かなしき春の國を旅ゆく

　　　　　　　　　　　　牧　水
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て
よ
）
研
修
の
機
会
を
深

力
、
教
ム
日
幼
心
を
高
め
る
等
の
措
置
を

講
ず
る
と
共
こ
同
和
教
育
の
拍
進
、
更

げ一

c
け
近
此
吋
社
A
瓜
囮
圓
題
》
け
し
’
」
箪
了
閉
こ
’
㌔

｝
、
～
》
い
高
校
生
の
非
行
化
こ
つ
h
て
、

こ
れ
か
防
止
対
策
の
一
つ
と
し
’
、
新
に

高
板
P
T
A
の
育
成
を
図
る
へ
く
措
置

を
講
し
、
又
、
生
徒
児
車
、
幼
確
園
児

の
健
康
管
理
の
た
み
、
検
艮
、
検
便
を

し
て
参
，
ま
し
た
か
、
新
に
皿
液
検
査

を
も
実
施
す
る
等
、
細
部
に
つ
い
て
も

配
壱
を
加
え
た
所
で
あ
づ
ま
す
　
更
に

五
十
四
E
度
か
ら
実
施
中
の
道
徳
教
倉

研
究
に
つ
い
て
は
、
広
益
度
も
史
に
魅

続
し
て
推
進
す
る
等
、
い
わ
》
る
教
育

向
ト
の
中
味
に
つ
い
て
漸
く
具
体
的
事

項
を
予
算
の
内
容
と
し
た
所
で
あ
、
ま

す　
次
に
社
会
資
本
の
整
備
と
充
実
て
あ

》
ま
す
か
、
　
一
口
に
意
匠
資
本
と
い
っ

て
も
、
そ
れ
は
教
倉
施
設
て
あ
・
・
、
或

は
福
二
、
消
防
と
い
一
・
た
特
定
の
資
本

も
あ
っ
、
そ
の
全
て
を
完
備
す
る
に
は

尚
相
当
の
時
間
と
経
費
を
必
要
と
す
る

と
も
思
う
の
て
あ
〕
ま
す
　
し
か
し
な

が
ら
、
既
に
申
し
上
ヅ
ま
し
た
よ
う
に

教
育
施
設
に
つ
き
ま
し
！
㌔
は
、
凡
そ
整

備
の
見
通
し
か
～
っ
、
或
は
消
防
施
設

も
皇
軍
需
要
の
下
限
て
は
あ
っ
て
も
積

ヒ
ヂ
を
行
っ
て
お
づ
ま
す
の
て
、
当
囲

の
舛
醐
一
心
十
ゆ
勲
遣
h
㌔
つ
つ
’
の
ヴ
9
♪
｝
円
心
囚
胃
♪
タ
ウ
9

も
の
’
」
あ
う
ま
す
　
し
か
し
な
が
ら
こ

れ
か
全
て
て
な
い
こ
と
は
、
叉
二
口
を
昏

た
な
い
と
二
う
て
あ
）
、
就
中
、
利
会

福
制
施
設
或
は
道
路
網
の
整
備
は
車
社

会
と
も
い
わ
れ
、
多
様
化
社
会
牛
虐
の

中
に
お
い
て
一
刻
も
早
く
整
備
を
　
元
了

に
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
充

分
に
認
識
し
て
い
る
も
の
て
あ
・
り
ま
す

　
特
二
本
年
算
は
、
刺
生
立
紐
施
設
こ

つ
い
て
は
老
人
下
ー
ム
鯛
讐

旨
算
を
計
上
い
た
し
白
し
た
か
、
こ
の

施
設
ま
昭
和
四
十
二
正
に
設
置
し
た
も

の
’
、
、
末
セ
老
朽
危
険
と
い
う
二
は
至

r・

ﾄ
い
な
い
の
て
あ
・
り
ま
す
か
、
生
盾

部
門
の
面
積
か
機
嫌
て
あ
る
た
み
、
老

人
の
処
遇
改
善
を
第
一
と
し
て
今
般
改

築
を
せ
ん
と
す
る
も
の
て
あ
り
ま
す

又
、
多
正
に
わ
た
｛
・
て
要
望
の
あ
う
ま

し
た
歯
科
診
療
施
設
に
？
」
、
－
ま
し
て
も

建
物
本
拠
ま
五
十
五
年
度
予
算
に
お
い

て
措
置
を
し
近
・
＼
元
工
の
見
通
し
て
あ

，
ま
す
か
、
今
回
こ
れ
Ψ
↑
診
療
機
器
を

設
置
す
る
二
必
要
な
額
の
刮
上
を
行
、
摘

止
度
早
々
に
診
療
開
始
を
目
途
・
↑
、
多

佐
の
要
望
こ
応
え
た
い
所
存
て
あ
）
ま

す　
更
て
就
午
以
来
進
み
て
参
’
・
て
お
り

ま
す
道
路
網
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も

人
［
の
分
布
か
広
大
な
面
積
の
中
に
占
、

在
す
る
奉
町
）
・
羽
ノ
そ
　
有
　
　
－

な
か
な
か
に
そ
の
整
備
も
r
元
了
の
域
に

は
達
し
得
な
い
現
状
に
あ
う
ま
す
か
、

こ
れ
と
て
も
予
算
の
重
占
い
的
配
分
を
行

い
、
既
に
完
工
は
至
近
の
年
次
に
あ
る

と
思
料
す
る
も
の
て
あ
り
ま
す
．

　
町
五
十
五
正
度
は
、
柳
原
橋
の
落
僑

と
い
う
最
南
」
も
し
な
い
事
態
か
発
生
し

た
の
て
あ
り
ま
し
た
か
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
最
近
は
、
道
路
、
橋
梁
の
女

一
口
策
え
の
強
い
要
請
か
な
ふ
・
・
れ
、
老

朽
岳
し
い
地
表
地
区
人
神
橋
ま
、
止
か

な
く
・
。
煮
を
通
行
口
重
の
措
置
を
詳
し

て
わ
〕
、
下
渡
川
地
区
生
徒
児
童
の
通

学
或
は
地
域
に
お
け
る
牛
押
上
多
分
に

麦
障
を
来
し
て
お
）
ま
す
の
て
、
柳
原

橋
に
引
｝
、
・
続
き
、
こ
れ
の
架
替
を
行
う

こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
て
あ
り
ま
す
．

　
そ
の
他
の
道
路
に
つ
き
ま
し
て
も
、

少
く
と
も
前
年
度
山
み
若
し
く
は
そ
れ

以
上
の
予
算
の
配
分
を
行
一
・
た
と
思
う

も
の
て
あ
，
ま
す
。

　
同
時
に
生
活
環
境
の
整
備
は
、
佳
民

生
舌
の
向
上
と
相
ま
っ
て
不
燃
性
廃
華

物
処
理
と
い
う
行
政
需
要
を
き
た
し
、

そ
の
尊
墨
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
㌧
、
、
て
お

》
ま
す
　
こ
の
た
め
一
昨
年
か
ら
、
こ

れ
の
処
理
の
た
め
の
用
地
確
保
、
或
は

所
要
の
措
置
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
て
あ

）
ま
す
か
、
本
年
度
も
、
出
れ
露
揖
絹

幽
賜
烈
側
道
駒
ノ
・
　
　
　
　
佳
肥
孔
奴
の
｛
二
成
’
を
、

ら
ん
と
し
嗣
訓
劉
．

　
今
日
誰
し
も
か
異
を
唄
え
な
い
企
業

誘
致
エ
、
私
は
こ
れ
ら
を
冷
す
唯
一
の

課
題
と
乏
し
就
任
以
来
努
力
を
続
け
て

｝
、
・
て
い
る
所
で
あ
〕
ま
す
。
二
、
＝
．
の

㍍
地
は
あ
り
ま
し
た
も
の
の
、
末
た
み

る
へ
き
も
の
か
な
い
こ
と
は
誠
に
残
念

て
あ
う
ま
す
．

　
厳
し
い
国
際
情
勢
の
中
て
存
立
す
る

企
業
て
あ
う
、
二
の
よ
う
な
環
境
の
中

に
あ
一
・
て
の
新
規
立
地
が
口
て
い
う
程

安
易
て
な
い
こ
と
も
充
分
弁
え
て
わ
る

つ
も
り
て
あ
り
ま
す
か
、
こ
れ
な
く
し

て
、
当
面
東
郷
町
の
発
展
の
い
と
（
ち

は
疑
う
得
な
い
と
私
は
信
し
て
か
り
、

こ
の
た
め
に
も
企
業
誘
致
は
更
に
一
層

の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
て
あ
）
ま
す

　
以
上
、
昭
和
五
十
六
鳶
頭
の
予
算
編

成
に
つ
、
、
て
基
本
的
方
針
に
つ
い
て
申

し
上
ナ
ま
し
た
か
、
こ
の
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
引
続
き
厳
し
い
財
政
状
下
に

あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
の
地
方
財
政
刮

品
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
経
質
の
徹
底

し
た
節
減
合
理
化
に
努
め
、
尚
旦
つ
本

町
の
特
殊
性
を
配
慮
し
お
1
1
予
算
と
し
た

所
で
あ
り
ま
す
，

　
即
ち
、
各
甲
乙
の
規
模
は
、
一
般
会

計
に
お
い
て
二
四
億
四
工
－
百
万
円
と
な

り
、
対
前
年
度
と
比
較
い
た
し
ま
す
と

五
・
六
一
％
の
伸
び
と
な
う
ま
し
た

　
こ
の
こ
と
は
、
近
年
の
予
算
の
伸
べ
）

率
か
ら
し
ま
す
と
極
め
て
低
い
数
値
て

あ
り
ま
す
か
、
こ
の
こ
と
は
、
五
f
四

年
度
、
五
十
五
年
度
と
ニ
二
軍
に
わ
た

っ
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
学
校
改
築
と

い
う
大
き
な
事
業
を
行
っ
て
≧
た
特
殊

（
㌧
内
口
容
か
、
本
五
十
六
年
度
は
一
広
「
建

設
事
業
に
つ
い
て
、
平
年
並
み
と
な
っ

た
た
め
て
あ
り
ま
す
．

　
一
方
、
才
出
の
裏
付
け
と
蒙
る
心
入

に
つ
い
て
は
、
町
税
を
始
め
分
担
金
、

手
数
料
、
使
用
料
等
、
直
接
佳
民
の
負

担
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
適

正
化
に
努
め
る
一
方
、
屡
々
申
し
上
げ

て
わ
り
ま
す
と
わ
り
、
才
出
予
算
は
、

そ
の
財
源
を
可
能
な
限
う
、
こ
れ
を
国

県
の
廼
こ
　
　
、
事
業
に
つ
い
て
は

需
要
に
対
応
す
る
選
択
と
拡
大
を
図
り

な
が
ら
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
て
あ
う
ま

す
。　

更
に
国
民
健
康
保
険
事
業
、
国
民
健

康
保
険
病
院
事
業
及
び
簡
易
水
迫
事
業

の
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
、
こ
の
会
討

の
性
格
を
充
分
認
識
考
慮
の
上
策
定
し

た
と
こ
ろ
で
あ
う
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
申
し
上
げ
る
ま
て
も
な

く
、
自
立
自
存
、
独
立
採
算
か
原
則
て

あ
・
り
、
五
十
六
年
度
に
つ
い
て
も
、
こ

の
原
則
と
前
提
を
充
分
踏
ま
え
て
、
し
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か
も
、
特
別
会
計
の
〔
的
が
活
円
で
｝
、
、

佃
仔
ワ
Q
節
」
慮
心
3
つ
舶
㎝
骨
砧
み
出
胴
稠
h
阪
♪
甲
一
h
”
ハ
」
｝
し
ハ
」

と
こ
ろ
で
あ
り
．
ま
す
，

　
以
上
、
本
定
例
会
に
際
し
、
私
の
行

政
対
．
、
の
砺
，
信
を
述
べ
提
案
い
た
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
，

　
充
分
の
詳
審
臥
を
お
願
い
申
し
上
げ

’
、
箆
明
を
灯
る
次
第
で
あ
り
ま
す
．
．

　
あ
ら
ま
し

　
財
政
．
の
窮
迫
す
る
な
か
で
の
編
成
東

定
で
あ
っ
た
た
め
、
各
会
計
を
通
じ
消

費
部
門
．
の
経
費
を
押
え
、
投
資
的
産
賀

に
つ
い
’
、
・
も
そ
．
の
事
業
の
効
率
、
緊
急

度
な
ど
を
勘
案
し
、
分
配
も
科
目
ご
と

地
域
的
な
均
衡
を
考
慮
し
な
が
ら
調
整

し
ま
し
た
．
．

　
一
般
会
計
予
算
は
二
四
億
四
千
百
万

円
で
前
注
、
度
．
の
当
初
に
比
べ
五
・
六
一

％
の
増
と
な
’
・
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ

と
は
近
年
の
予
算
の
伸
び
率
か
ら
し
ま

す
と
極
の
’
、
低
い
数
値
で
あ
り
ま
す
が

五
十
四
年
度
．
、
五
十
五
年
度
と
ニ
カ
年

に
わ
た
r
ノ
’
㌔
実
施
い
た
し
ま
し
た
学
校

改
築
と
い
う
大
｝
、
－
な
事
業
を
行
っ
て
き

た
特
醸
な
内
容
が
、
太
・
五
十
六
年
度
は

「
応
建
設
事
業
に
つ
い
て
平
年
語
み
と

な
r
・
た
た
め
で
あ
り
、
泊
れ
ら
特
殊
内

容
を
加
減
し
た
場
合
そ
の
伸
州
、
）
率
は
「

【
一
・
六
％
〉
こ
与
》
士
ニ
ヲ
の
で
、
本
町
．
の

財
政
力
等
を
勘
案
し
た
通
常
の
伸
卵
、
）
で

あ
レ
ウ
．
ま
す
，

3
億
4
千
万
の
借
金

歳
入
．
の
う
ち
、
町
税
は
一
億
五
干
六

百
九
十
穴
万
一
干
円
で
全
体
つ
べ
・
四

％
｝
し
か
へ
写
ノ
＼
、
　
地
幽
力
｛
父
付
税
　
　
「
八
倍
悶
二

干
万
円
（
三
十
三
・
六
％
）
、
県
支
出

金
一
一
四
億
一
．
一
〒
r
五
百
六
十
六
万
↓
千
円

（
十
七
・
八
。
6
）
、
町
債
　
三
億
四
千

三
百
四
十
万
円
（
十
四
・
一
％
）
、
国

車
支
出
金
　
．
一
．
．
巳
一
千
六
百
八
十
五
万

四
千
円
（
十
三
豊
　
。
。
）
、
分
担
金
及

州、

l
負
担
金
　
力
干
八
十
五
万
八
干
円
（

三
・
七
％
）
な
ど
と
な
つ
1
、
わ
り
、
自

主
財
源
は
全
仁
の
十
八
・
六
ら
に
し
か

な
り
ま
せ
ん
．

　
性
質
別
で
は

歳
出
で
は
、
投
資
的
経
費
に
十
二
億

二
千
六
百
五
十
八
万
円
（
五
十
・
三
％

　　　　歳出の目的別構成
消防費31，316千円1．4％　　　　　　　46．069千円

鶉1：器謂。債費膝総務費

　　　　騰剛惣監互

）
、
大
孔
的
経
費
に
八
億
一
、
干
八
百
三

十
九
万
二
明
円
（
三
十
四
三
　
％
）
、

残
り
．
の
消
費
的
経
費
に
一
．
紅
八
干
六
百

二
万
八
千
円
（
十
五
・
七
％
）
と
い
う

携
．
．
へ
で
す
が
、
　
．
我
」
的
経
質
の
う
ち
、

人
任
費
は
四
億
力
唱
二
十
へ
万
円
（
二

十
・
一
％
）
と
な
一
ノ
’
、
い
ま
す
．

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
；

　
＝
．
惹
七
百
一
二
万
二
千
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
を
副

　
一
千
六
r
臼
六
十
匹
万
円

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
を
i

　
収
益
的
収
入
及
州
、
）
支
出

　
二
億
三
百
四
十
万
一
千
円

民生費　　、
400．00ア千円

　16．4％

璽
歳出総額

2，441，000千円細．

農林水産業費

ア28，341千円

　29．8％

教育費　＼
253，516千円『

　10．4％

／　　土木費
　2ア8．516千円

＼
　　11．4％

歳出の性質別構成

鋸〆、
歳出纐 ﾙ響

2・441・0∞千 喧�R千円ノ

8
樫
費

＼鷺＼愉礁
　　　　　　叉痺鰻

　　　　　　153．001手円　＼　その他
　　　　　　　6．3％　　　、’60．034千『

　　　　　　　　　　　　　　　2．3％

、、、又入122．88g千．歳入の財源構成

　　　　　　マ　むモ　

灘全。，il：ll澤「、稿1…

　　　　　優’1叢11
　　　　び　　を　タその　へ　ちヨ　　　　　　　　

獣円…一忽rO8’轄L綴欝・

；車嗣＼驚1＆7％

　優’1叢11
ろ夕その他、　乙引　　　　　　　　　　　依

製旛騨矯欝
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東
郷
町
歯
科
診
療
所

が
完
成

　　

@
歯
科
診
療
始

東
郷
町
歯
科
診
療
所
開
設

　
三
十
年
近
く
も
歯
科
医
療
が
無
医
地

区
で
あ
り
ま
し
た
本
町
に
よ
う
や
く
歯

科
診
療
所
が
開
放
き
れ
ま
し
た
。
町
民

の
念
願
と
し
て
二
と
あ
る
毎
に
要
望
を

受
け
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
田
中

正
樹
歯
科
医
師
の
好
意
に
よ
り
本
町
で

歯
科
診
療
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
．
．
永
い
間
不
自
由
を
感

じ
て
き
ま
し
た
歯
科
治
療
で
あ
り
ま
し

た
が
こ
れ
で
そ
の
不
自
由
が
解
消
さ
れ

医
療
の
充
実
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
役

　
‘
．
．

　
　
　
　
　
る
口

立
つ
も
の
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
昭
和
五
十
五
年

度
～
昭
和
五
十
六
年
度
の
経
続
事
業
と

し
て
町
単
独
で
実
施
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
．
．
施
設
の
規
模
、
事
業
費
等
は
後

述
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
昭
和
五
十

五
年
十
一
．
月
に
用
地
買
収
か
ら
着
手
し

五
十
六
年
四
月
十
一
日
竣
工
式
を
迎
え

る
に
至
一
・
た
の
で
あ
り
ま
す
．
、
以
後
本

格
的
に
診
療
を
開
始
し
毎
日
四
十
名
～

五
十
名
の
治
療
が
行
わ
れ
て
居
り
ま
す

診
療
時
間
等
、
詳
し
い
こ
と
は
診
療
所

え
問
合
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
既
要
を
述
べ
ま
す
と
、
午
前
八
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
受
付
で
受
付
は
電

話
で
も
出
来
ま
す
。
又
以
後
の
治
療
は

予
約
制
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
待
時
間
は

短
時
間
で
す
む
こ
と
に
な
一
ノ
て
居
り
ま

す
，　

※
施
設
の
既
要

一
名
称
　
東
郷
町
歯
科
診
療
所

二
歯
科
医
師
氏
名
　
田
中
正
樹

三
電
話
番
号
（
局
番
0
9
8
2
6
9
）

　
3
2
1
1
番

四
施
設
の
規
模
及
び
事
業
費

　
1
用
地
面
積
　
七
四
っ
訪

　
2
建
物
面
積
　
「
八
八
・
九
霧

　
内
訳
　
診
療
榛
　
一
一
一

　
　
　
　
住
宅
　
七
七
・
九
「

3
治
療
器
　
　
四
基

4
事
業
費
　
五
九
、
七
五
⊃
千
円

　
内
訳

　
用
地
取
得
費
　
一
、
一
二
⊃
千
円

　
宅
地
造
成
　
建
築
工
事
費

　
　
　
一
二
六
、
七
二
「
4
工
－
円

　
駐
車
場
舗
装
外
付
帯
工
事
費

　
　
　
二
、
へ
．
」
）
三
「
．
）
千
円

　
医
療
機
械
器
具
設
備
費

　
　
　
　
八
、
七
八
○
千
円

　
事
務
寮
属
卵
、
）
負
担
金
等

　
　
　
一
、
一
二
こ
千
円

季
節
の
あ
い
さ
つ
を

「
目
に
青
葉
　
山
ほ
と
と
ぎ
す
　
初
が

つ
お
」
1
．
i
四
季
の
移
り
か
わ
り
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
日
本
で
は
、
季
節
感

は
万
人
共
通
の
も
の
で
、
俳
句
の
よ
う

に
季
節
感
を
生
命
と
す
る
文
芸
も
歪
ま

れ
ま
し
た
。
、

　
手
紙
を
書
く
に
も
「
i
皆
様
に
は
お
変

わ
り
も
こ
ぎ
い
ま
せ
ん
か
［
と
安
否
を

問
う
前
に
、
何
か
ひ
と
言
、
季
節
の
あ

い
瀞
、
㌔
つ
を
添
え
る
の
が
習
慣
で
す
ね
，

今
の
季
節
な
ら
［
，
新
緑
の
候
」
一
．
薫
風

の
み
ぎ
り
」
［
，
緑
の
し
た
た
る
よ
う
な

季
節
と
な
り
ま
し
た
．
＝
．
初
夏
の
風
が

木
々
の
緑
を
そ
よ
が
せ
る
こ
の
ご
ろ
で

こ
ぎ
い
ま
す
．
7
－
…
．
な
ど
．
、

　
あ
り
ふ
れ
た
言
い
方
で
も
い
い
し
、

工
夫
し
て
新
鮮
味
を
出
す
の
も
い
い
で

し
よ
・
つ
．
、

　
初
対
面
の
入
や
よ
く
知
ら
な
い
人
と

話
を
す
る
と
き
に
も
、
暑
き
に
つ
け
寒

き
に
つ
け
、
四
季
折
々
の
気
候
．
の
話
題

が
話
の
糸
口
に
な
り
ま
す
、

「，

｢
い
旧
吻
気
ド
N
へ
写
り
藷
ま
一
し
ハ
」
ね
」

［，

ﾙ
ん
と
に
気
持
’
？
の
い
い
お
天
気
が

続
き
ま
す
ね
」

「、

坥
j
日
に
は
ど
こ
か
へ
お
出
か
け
に

な
り
ま
し
た
か
」

一
子
供
連
れ
で
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
｝
、
－
ま

し
た
＝

［，

ｻ
れ
は
結
構
で
し
た
ね
、
ど
ち
ら
へ

？
．
一
（
と
話
が
は
ず
．
ε

　
文
化
遺
産
の
旅
〔
τ
）

　
・
．
石
塔
一

▽
宝
筐
印
書
（
ぼ
う
き
ょ
う
い
ん
と

　
う
）

　
宝
優
斜
塔
の
一
形
式
で
あ
る
、
国

内
で
最
古
の
も
の
は
建
久
三
年
二

、
　
一
九
二
年
）
で
あ
る
が
、
本
町
で

は
迫
野
内
の
東
　
守
氏
裏
山
に
現
存

す
る
永
正
十
年
（
一
、
五
一
二
年
）

が
最
古
で
あ
る
、
そ
の
他
、
引
詰
の

堂
山
に
七
基
、
成
願
寺
に
詩
調
、
日
日

福
寺
に
一
基
小
長
野
．
の
山
中
に
六
根

田
野
に
一
基
現
存
し
て
い
る
一
．

　
最
大
の
宝
筐
五
罪
は
亨
保
十
八
年

（一

A
七
三
三
年
）
建
立
の
成
願
寺

境
内
に
あ
る
二
。
七
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
．
．　

他
の
成
願
寺
境
内
の
八
基
は
成
願

寺
下
の
国
道
側
に
在
っ
た
も
の
を
国

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
に
向
か
う
と
、
一
，
よ

く
降
り
ま
す
ね
．
三
，
毎
日
う
っ
と
う
し

い
で
す
ね
」
と
い
う
あ
い
き
つ
が
方
々

で
交
わ
・
甲
、
」
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う

一．

｢
い
お
し
め
り
で
す
ね
．
三
，
こ
の
雨

で
大
助
か
り
で
す
よ
．
　
と
雨
を
喜
ぶ
場

合
も
あ
り
ま
す
ね
、

　
季
節
．
の
あ
い
き
つ
、
天
候
の
話
題
を

生
か
し
て
、
人
間
関
係
を
上
手
に
育
て

て
い
き
ま
し
よ
う
、

道
改
良
工
事
の
三
王
建
し
た
も
の
で

↓
の
’
ウ
、
　
天
み
又
、
　
・
水
禄
、
　
一
二
月
一
、
　
天
正

（一

A
五
四
⊃
～
一
、
五
七
六
年
）

時
代
）
山
陰
城
が
伊
東
氏
の
配
下
の

頃
の
建
r
．
で
、
　
『
伊
東
塔
』
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
あ
る
．
一

L
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継
繊
讐

璽
確
定
申
告
が

　
　
問
違
っ
て
い
た
と
き
は

　
昭
和
五
十
五
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
の
期
限
内
の
支
付
は
、
三
月
十
六
日

て
終
り
ま
し
た
　
し
か
し
、
確
定
申
告

書
を
提
出
し
た
後
で
、
計
算
違
い
な
と

の
た
・
刃
こ
、
申
告
し
た
内
容
に
間
違
い

か
あ
る
二
と
に
気
付
い
た
人
は
、
そ
れ

を
訂
正
す
る
こ
と
が
て
き
ま
す
．

　
例
え
ば
、
社
会
保
険
料
控
除
や
扶
養

控
除
へ
｝
こ
を
豊
蟹
・
、
も
ら
し
た
た
み
に
、

税
今
を
実
際
よ
一
多
く
払
一
・
た
場
合
ま

一
覧
丘
の
請
求
一
と
い
う
手
続
き
て
税

金
の
還
付
を
受
＋
ら
れ
ま
す
　
」
更
正

の
請
求
「
か
’
、
墨
、
－
る
の
は
、
来
年
の
三

月
十
六
日
ま
て
て
す

　
ま
た
、
所
得
を
実
際
よ
う
少
な
く
申

告
し
て
い
た
よ
う
な
場
合
は
、
一
修
正

申
告
一
に
よ
⊃
止
し
い
令
旨
に
訂
正
す

る
必
要
か
あ
）
ま
す

　
な
カ
、
う
一
・
か
）
し
て
申
告
を
忘
れ

て
い
る
人
ほ
、
す
く
こ
確
定
申
告
を
す

る
必
要
か
あ
り
ま
す

　
こ
れ
、
っ
の
用
紙
は
、
税
務
署
に
用
首

し
一
、
あ
》
ま
す
　
手
続
な
と
詳
し
い
こ

と
は
延
岡
税
動
署
又
は
税
務
相
談
室
宮

崎
分
室
に
一
，
尋
7
1
く
セ
き
い

奄
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
税
金

　
四
弓
　
㍑
あ
、
各
職
場
に
社
会
人
一
年

生
か
啓
秘
し
て
、
初
め
て
の
給
料
を
手

に
す
る
光
景
か
み
ら
れ
ま
す
．

　
と
こ
呼
り
’
、
、
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ノ
の
敏
和
甜
科

や
一
、
：
ナ
ス
に
は
所
得
税
か
か
か
）
ま

す
か
、
そ
の
所
得
税
は
天
引
き
て
徴
収

山
・
、
れ
、
十
二
月
に
一
年
末
調
整
一
と
い

う
手
続
き
に
よ
一
・
て
「
年
間
の
所
得
税

か
精
算
ふ
・
・
れ
ま
す

　
［
年
末
仁
王
　
て
は
一
年
閉
の
正
確

な
税
頷
を
計
算
す
る
た
カ
に
、
ま
ず
、

依
而
料
や
一
“
　
－
・
ア
ス
の
一
年
旧
闘
門
の
ム
ロ
計
額

力
、
っ
斗
ラ
リ
ー
マ
ノ
の
之
土
塊
栓
曹
夙
と
3
つ

二
］
え
る
｝
給
与
所
得
控
除
額
一
を
Z
引

い
て
所
得
を
ヌ
。
と
み
、
更
こ
基
礎
控
除

や
配
偶
者
搾
除
、
扶
養
玉
除
を
孝
引
い

て
、
所
得
税
額
を
副
算
し
ま
す

　
こ
の
年
末
調
整
が
済
♪
、
」
と
、
ほ
と
㌧

レ
一
の
斗
ラ
リ
ー
マ
ノ
は
、
胃
惟
幽
上
申
生
口
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
年
収
か
一
丁

万
円
を
越
え
る
方
や
給
料
以
外
に
二
f

万
円
を
越
え
る
所
得
の
あ
る
暇
な
と
は

確
定
申
告
を
し
な
P
ノ
れ
ば
な
》
ま
せ
ん

　
ま
た
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
つ
た

方
や
、
粥
火
写
口
に
＋
の
つ
ハ
」
方
、
　
マ
イ
ホ

ム
を
新
築
し
た
方
な
こ
は
、
確
定
申
告

を
す
る
と
所
得
税
か
還
付
き
れ
る
こ
と

か
あ
う
ま
す

　
詳
し
い
こ
と
は
延
岡
税
務
署
又
は
税

務
相
談
室
宮
崎
分
室
に
ん
尋
ね
く
セ
き

い

璽
印
紙
税
の
税
額
が

　
　
　
　
か
わ
り
ま
し
た

　
印
紙
税
ま
、
領
収
書
、
判
取
核
、
不

動
洋
や
商
品
の
売
買
契
約
書
、
借
用
証

書
、
請
負
契
約
書
、
手
形
、
委
汗
状
な

と
の
文
書
に
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
作
一
・

た
人
か
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
金
額

の
収
入
印
紙
を
は
一
・
て
、
こ
れ
に
、
偏
印

し
て
納
め
る
税
金
て
す

　
今
回
、
印
紙
税
ゴ
か
改
正
さ
れ
、
昭

和
五
十
六
年
五
月
一
日
以
降
作
成
き
れ

る
文
書
の
印
紙
税
額
か
、
こ
れ
ま
て
の

二
倍
二
引
士
デ
・
つ
れ
ま
し
た
の
て
、
↓
あ

っ
3
。
れ
、
は
・
り
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
注

音
し
て
く
セ
き
い

　
例
え
ば
、
委
倖
状
や
蘭
品
売
買
契
約

書
、
売
上
代
金
以
外
の
領
収
書
な
と
、

今
ま
で
百
円
の
印
紙
税
か
課
さ
れ
て
い

た
文
書
は
、
す
へ
て
二
百
円
の
印
紙
税

か
課
・
岬
・
・
れ
ま
す
　
ま
た
、
不
動
産
の
売

買
契
約
書
、
請
負
契
約
書
、
手
形
、
売

上
代
今
の
領
収
書
な
と
の
文
書
ま
、
記

戦
さ
れ
た
金
額
二
応
し
て
印
紙
税
額
か

異
な
》
ま
す
の
て
、
そ
の
記
載
金
額
こ

よ
（
ノ
て
印
紙
税
額
を
判
断
し
て
い
た
た

く
こ
と
に
な
う
ま
す
　
実
務
上
は
、
一

印
紙
税
額
「
覧
表
一
一
を
ぢ
手
も
と
に
わ

い
て
看
埋
設
・
、
れ
る
と
便
利
て
す

　
と
こ
ろ
て
、
　
「
つ
の
喫
約
を
結
ば
れ

る
場
合
に
に
、
契
約
書
を
二
通
作
成
し

て
、
自
分
と
相
了
か
そ
れ
ぞ
れ
一
通
す

つ
所
持
す
る
の
か
普
通
て
す
か
、
経
理

そ
の
他
の
都
合
て
、
思
し
も
の
を
何
通

も
作
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
　
こ
の
場
合

に
は
、
そ
れ
ら
に
［
写
「
、
　
［
副
本
「

「
謄
本
一
な
と
の
表
示
冷
こ
セ
も
の
て

あ
一
．
て
も
、
契
約
す
る
人
の
両
方
又
は

↓
方
の
署
名
や
押
印
の
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
　
一
正
本
一
や
「
原
本
．
と
同

し
よ
う
に
印
紙
税
か
か
か
）
ま
す

　
次
こ
、
印
紙
税
の
か
か
ら
な
い
文
書

こ
誤
っ
て
収
入
印
紙
を
は
っ
て
し
ま
っ

た
と
｝
、
・
ま
、
そ
の
文
書
を
所
轄
税
務
署

に
持
参
し
て
申
出
る
と
、
そ
の
誤
っ
て

陣
幕
た
印
紙
税
額
の
還
行
を
受
払
る
こ

と
か
て
き
ま
す

　
印
紙
税
に
つ
い
て
詳
し
い
二
と
は
、

延
岡
税
務
署
又
は
税
務
相
談
宮
崎
分
室

に
わ
尋
ね
ノ
＼
た
て
、
い

　　
　
　
牧
水
先
生
の
生
涯
⑳

弥
人
乱
言
年
の
先
牛
の
年
賀
状
に

　議
Q　

　
　
＝
．
月
の
終
〕
に
伊
豆
湯
ケ
島
温
尿

　
こ
出
か
ゆ
』
ま
し
た
　
天
城
山
の
麓
、

　
狩
野
川
上
流
の
彦
谷
に
あ
る
温
泉
付

　
近
の
山
マ
に
は
実
に
山
桜
か
多
く
花

　
の
頃
は
由
円
・
」
林
3
⊃
里
子
っ
桜
干
化
犀
ふ
か
り

　
先
生
は
＝
週
間
ば
か
）
滞
存
し
て
花

　
の
咲
き
初
”
る
頃
か
ら
葉
桜
に
な
る

　
幸
手
’
、
、
心
》
ノ
＼
津
ふ
か
り
怯
村
化
♪
を
愛
で
多

く
の
歌
を
作
）
ま
し
た
そ
の
数
首

　
・
う
す
約
に
葉
は
い
ち
は
や
く
萌
え

母
い
’
そ
咲
か
言
す
な
出
き
く

　
●
魂
？
つ
と
照
れ
歪
に
筈

7
て
要
し
ー
ー

　
．
花
も
葉
も
光
り
し
め
ら
ひ
わ
れ
の

碍　　
上
に
笑
み
か
た
ひ
け
る
山
桜
花

　
・
瀬
々
走
る
や
ま
め
う
（
ワ
、
し
の
う
ろ

　
　
く
ず
の
美
し
き
春
の
山
山
・
㌔
く
ら
花

　
・
峰
か
障
、
で
｝
・
、
ほ
ワ
、
レ
茂
れ
る
杉
山
の

～
望
♪
・
の
原
董
一
。
・
化

解

〕
r
〕
　
　
　
｝
　
　
　
i
を
、
　
　
ド
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

・
日
は
雲
に
か
げ
を
浮
か
せ
つ
山
な
ψ

み
の
曇
れ
・
峰
の
山
ぎ
・
花
・
へ

一
講
糠
繋
識

　
ふ
と
も
な
く
拾
ひ
も
ち
て
　
今
日
閉

　
も
山
路
を
越
え
て
来
ぬ

　
長
か
り
し
け
ふ
の
山
路
　
楽
し
か
顕

　
）
し
け
ふ
の
山
路
　
残
り
た
る
約

　
葉
は
照
っ
て
　
餌
に
結
う
る
鷹
も

　
そ
哺
き
し
　
上
野
の
草
津
の
湯
よ
・

　
う
　
沢
渡
の
湯
に
越
Φ
る
路
　
名

　
3
。
寂
し
暮
坂
峠
【
　
　
　
　
　
　
納

　
こ
の
詩
は
現
在
暮
坂
峠
に
先
生
の

霧
縫
疑
　

町報とうこう
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皇
ら
　
　臥しんもたに橋

レ

　四丁　、　　　II　ニ　イ、・＝　ご　守1　♪こ　 一　曽〒　こ乞一‘＝

　三53・丁畠丈『r，二τ也質訂舗つやを／＼ノノ　1

志検i∫かギ」・）れ、だ弛設，1を54止

曳て一言さ七た

　ぐの1ユニ用地交渉もO　〆、して1急

ゐらマ／、　4x丁事こ係る地元の膝・ゴ

か1紡れて、55・干7目末ニィ㍉工し

このまこしくしセニのてす

　ごる4目2日ゴ父丁式か行わ呪

円し♪一　申卦のあと安榛泳親f∫

氏を先唄二二ソそカか仁われ角し
｝

（雲表）橋原二極

　　エ㌦）1弓9日、積㌧プー刀㌔

1・し七暫ト原点／つ早く　も驚」『弓

㌃、ノこ永気，二つワ＿くし閲し♪＿

　4弓4日、あ’、こく．21［ノブ11て

く1八かチ、・唄気し㌔

　伸事のあと亭一フあ1・う〆　〕

れ、田原家叡」’一氏をノニに地元

の庁やの渡隻ノそノノカ・　）牡まし｝一

　仮僑の生rから開放コt、マ・

か目論に通れるのて　　　とた久
㌦）舩艦ろ二んで、託・．

　工事費よ約5下5白b円・橋長
　60〃～　●　三豊r／］35〃z　。　朽｝噛］「缶ε

　ノの　　ノ”」ヲ。

辱
して

シ
｝つ匙コ浸発〒

弐』雄
◎］争賞；約1に3百川lj・卜，喬上、

801η・・脅liJ511z・僑脚n逡5〃～てす

＜

4
形
三

自
転
車
の

　
　
交
通
事
故
を
防
ご
う

　
県
内
の
自
転
車
は
五
こ
力
台
と
も
い

わ
れ
て
お
）
、
勝
手
か
よ
い
の
て
た
ん

♪一

�
揩
ｦ
て
い
ま
す

　
そ
叙
こ
伴
い
交
通
事
故
の
被
舌
も
ハ

え
て
き
て
、
昨
年
は
自
転
車
事
故
か
、

五
六
五
件
あ
，
ま
し
た
．
特
に
そ
の
中

’
、
老
人
の
死
者
か
十
五
名
て
し
た
か
、

死
者
全
体
の
六
ト
パ
％
を
占
み
て
い
る

の
て
す
。

　
お
年
寄
セ
か
ら
、
子
供
た
か
ら
と
い

っ
て
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
て
よ
い
と
、

・
り
▼
一
シ
」
十
一
♪
の
づ
↓
よ
諸
．
［
一
ん

キ
ャ
ン
プ
で
の
事
故
を
防
ご
う

　
目
取
近
、
　
千
づ
　
〆
フ
に
石
っ
て
ヶ
カ
を

し
た
　
　
な
こ
、
キ
寿
ノ
フ
用
品
に
至

る
事
故
か
増
え
て
い
ま
す

一
携
帯
用
コ
ノ
ロ
て
や
す
こ
を
し
た
一

＝
イ
っ
て
指
を
切
っ
た
　
［
ψ
、
飯
用

の
た
き
火
に
幻
油
を
か
ナ
て
、
や
ナ
こ

を
し
た
一
な
と
か
あ
り
ま
す

　
キ
〃
ノ
ワ
場
は
、
医
療
機
関
か
ら
遠

く
迅
速
な
処
置
か
と
れ
な
い
の
て
、
被

冒
を
大
｝
・
・
く
し
ま
す
　
注
慧
か
必
要
て

す
　
｝
で
湯
　
ノ
ブ
’
㌔
，
び
一
ズ
恨
ワ
Q
●
舎
以
へ
・
Q
一

と
い
う
日
鴇
生
盾
を
野
外
て
行
い
ま
す

か
、
〃
大
”
や
〃
刃
物
”
を
使
う
と
い

っ
た
基
本
的
な
牛
盾
技
術
の
欠
如
か
ら

事
故
を
わ
こ
す
ケ
ー
ス
か
増
え
て
い
ま

す
　
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
よ
う

▽
刃
物
を
使
い
二
な
ふ
・
・
な
い
と
危
険

・
切
れ
な
い
ナ
で
フ
や
包
丁
、
な
た
な

と
て
、
無
理
て
切
ろ
う
と
す
る
と
事
故

を
お
こ
し
ま
す

・
小
さ
な
〃
な
た
”
て
入
》
、
・
な
薪
を
割

ろ
う
と
す
る
の
も
危
険
て
す

▽
火
の
扱
h
を
知
ら
な
い
と
危
険

・
小
量
の
薪
て
長
く
燃
や
す
コ
ノ
を
会

得
し
ま
し
よ
う

．
燃
え
な
い
時
ま
、
火
に
直
接
灯
油
や

カ
ノ
リ
ノ
を
か
叫
，
な
い
て
、
紙
や
布
に

し
み
込
ま
せ
て
燃
や
し
ま
し
よ
う

．
携
帯
用
コ
〆
ロ
を
使
用
す
る
場
合
は

し
玉
く
訊
、
呈
し
て
使
用
し
ま
し
よ
う

▽
テ
ノ
ト
や
寝
袋
か
ら
、

　
｝
、
－
な
い
と
危
険
て
す

す
（
脱
出
て

・
テ
ノ
ト
は
防
火
加
工
の
し
て
あ
る
も

の
か
安
全
て
す

・
寝
袋
は
ト
ノ
フ
・
オ
　
一
ノ
ノ
式
つ
ア

ス
ナ
ー
（
士
ま
て
あ
デ
る
と
フ
ァ
ス
ナ

ー
か
ひ
ら
く
方
式
）
か
つ
h
て
い
る
方

か
緊
急
時
二
早
く
脱
出
て
き
ま
す

●

之
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青
年
教
室
の
開
設
に
つ
い
て

　
昭
和
五
L
T
山
ハ
世
十
度
の
中
央
圭
真
逆
自
慰
｛
至

を
左
記
に
よ
り
開
設
し
ま
す
、

　
参
加
希
望
者
は
教
育
委
員
会
社
会
教

育
係
ま
で
申
し
込
ん
で
下
き
い
，

［
．
期
聞
　
昭
和
五
十
六
年
五
月
か
ら

　
　
　
　
翌
年
三
月
ま
で

　
会
場
　
中
央
公
民
館

　
対
象
者
　
町
内
に
在
住
す
る
勤
労
青

　
　
　
　
年

　
内
容
　

一
般
教
養
、
ン
ク
リ
エ
ー
シ

　
　
　
　
ョ
ン
　
野
外
活
動

ゴ
ミ
袋
2
5
円
↓
3
5
回
忌

　
手
数
料
徴
収
条
例
等
の
改
正
が
行
な

わ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
ご
み
袋
の
代
金

↓
枚
2
5
円
が
5
5
円
に
値
上
げ
き
れ
ま
し

た
、れ

♪▼　▼r、

り　　 ヒ

場み
所は
，Ψ　　、

出決
しあ
まら
しれ
し　 ♪，

　あ　ボ　

う日

　決
　ψ
　り

く
社
名
変
更
▽

「
東
郷
ニ
ッ
ト
」
か
ら
「
－
東
郷
ソ
ー
イ
ン
グ
株
式
会
社
」

　
一
束
郵
ニ
ッ
～
、
－
．
「
の
名
で
親
し
ま
れ

て
し
、
・
ま
し
た
会
社
が
、
こ
の
ほ
ど
社
名

と
組
議
を
変
更
と
、
新
し
く
」
，
東
郷
ソ

ー
、
ノ
’
，
ン
ブ
．
株
式
会
社
」
と
し
て
ス
タ
…

k
デ
し
土
帆
㍗
し
ハ
」
＝

　
業
務
内
容
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

従
来
．
の
［
東
郷
ニ
ッ
ト
し
と
ま
っ
た
く

変
h
ソ
は
あ
り
ま
ン
、
・
ん
が
、
次
の
と
お
り

亦
図
希
災
周
↑
へ
》
リ
ナ
小
，
し
ハ
」
．
．

「
．
社
　
　
々
月
　
衡
ハ
蝦
叩
ソ
ー
ノ
・
ン
グ
　
（
株
）

衛
生
だ
よ
り

〕
三
歳
児
検
診

日
　
時
　
5
月
7
日
　
1
3
時
か
ら

〕
乳
児
検
診

日
　
時
　
5
月
1
2
日
　
9
痔
か
ら

　
母
子
相
談
．

日
　
時
　
5
月
1
9
日
　
9
時
か
ら

場
所
は
い
ず
れ
も
老
人
福
祉
館

　
一
止
山
六
ケ
日
」
旧
几
仏
快
診

日
　
時
　
5
月
1
9
日
　
／
3
時
か
ら

場
　
所
　
町
立
病
院

母
子
手
帳
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
！

▽
資
本
金
　
一
、
二
こ
こ
万
日

置
従
業
員
　
八
二
名

▽
役
　
員

　
　
代
表
取
締
役
社
長
　
富
山
　
林

　
　
取
締
役
工
場
長
　
　
有
岡
輝
昌

　
　
取
締
役
　
土
井
き
ぬ
ゑ

　
　
監
　
査
　
役
　
　
　
東
村
吉
市

▽
営
業
内
容

　
　
ン
ナ
ウ
ン
・
ニ
ツ
ー
、
－
シ
ャ
ツ
製
造

　
　
　
　
　
　
　
（
年
問
二
六
万
着
）

米
・
麦
価
の
改
定
に
つ
い
て

義
％
・
義
％
引
き
上
げ

　
私
た
ち
の
生
活
に
最
も
関
係
の
深
い

食
物
で
あ
る
米
・
麦
の
政
府
売
り
渡
し

価
格
が
、
四
月
一
日
か
ら
米
3
・
朽
％

麦
5
・
6
2
6
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
一
米
は
三
年
連
続
、
麦
は
昨
年

に
続
く
引
き
上
げ
で
、
米
・
麦
価
同
時

引
き
上
げ
は
2
年
連
続
と
な
り
ま
す
．

［
．
上
米
（
自
主
流
通
米
）

　
四
、
三
七
こ
円
↓
同
額

▽
中
米
（
特
選
上
）

　
三
、
八
一
＝
　
了
円
．
⊥
二
、
／
四
五
円

「
．
中
米
（
特
選
米
）

　
三
、
七
並
へ
．
層
円
I
v
三
、
七
六
五
円

∵
標
準
価
格
米

　
三
、
　
二
六
〔
．
田
り
↓
一
二
、
　
一
二
五
五
田
U

7
徳
用
上
米

　
二
、
　
六
五
一
山
口
↓
二
、
　
田
力
〔
“
円

◎
御
寄
付
御
礼

昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十
日
か
ら
四
月

十
四
日
ま
で
の
間
に
香
典
返
し
と
し
て

つ
ぎ
の
か
た
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
御

寄
付
を
い
た
ゼ
き
ま
し
た
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
御
冥
福
を
謹
ん

で
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
こ

こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
・
仲
深
の
大
石
嘉
吉
き
ん
か
ら

　
（
ナ
ツ
エ
き
ん
七
七
才
ご
死
去
）

「
．
八
重
原
．
の
福
畑
昇
き
ん
か
・
．
つ

　
（
ア
イ
毒
・
、
ん
八
こ
才
ご
死
去
）

▽
福
瀬
の
高
尾
金
次
郎
山
・
㌔
ん
か
ら

　
（
ハ
ツ
山
．
・
ん
八
五
才
ご
死
去
）

じ
、
．
福
瀬
の
直
野
信
広
き
ん
か
ら

　
（
儀
八
き
ん
七
『
才
ご
死
去
）

「
．
福
瀟
…
の
川
儲
崎
キ
ク
エ
き
ん
か
・
づ

　
（
黒
木
マ
ン
き
ん
八
六
才
ご
死
去
）

［旨、

A
迫
野
内
の
佐
藤
幸
男
き
ん
か
ら

　
（
リ
ン
き
ん
七
力
立
ご
死
去
）

▽
小
野
田
の
若
林
義
和
き
ん
か
ら

　
（
義
雄
き
ん
八
八
才
ご
死
去
）

　
　
◎
心
配
ご
と
相
談
所
案
内

　
町
社
協
で
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談

で
玉
、
・
る
相
談
所
を
開
設
い
た
し
て
い
ま

す
。開

設
日
　
五
月
十
力
日
第
三
火
曜
日

時
間
　
午
前
九
時
～
午
后
三
時

場
所
老
人
福
祉
館

・
・
．
，
－
，
：
．
一
一
二
三
＝
＝
：
・
・
9
…
二
一
二
一
三
…
：
．
…
．
．
9
一
一
二
一
二
一
：
一
：
三
…

　
　
国
民
健
康
保
険
親

　
　
　
　
　
1
期
　
6
月
1
日

｝
騨
＝
…
』
，
．
二
一
…
…
＝
・
・
．
＝
・
・
，
，
．
．
三
…
＝
一
一
’
：
。
9
・
二
・
二
三
＝
一
…
．
．
．
．
」
，

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名

黒那直重量
期須野野原

直
　
輝

宏
　
美

咽、

j
う
み

美
喜
子

優
　
樹

結
婚
お
め
で
と
う

寺工　土橋　甲畝　土黒

氏

原藤　田口　斐原工木

2月届

孝春匿　　 父

　　　繁．勝の
夫喜義　　 名

仲羽福寺坪住
深堰瀬迫．往所

厚和　南　　恵辰　和住

　　　　　　　　　　名
子彦　子泉　．子夫　了和

小日　西小　日羽　都寺住

鶴舗瓢齢所

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

　
　
氏
　

腐
　
じ
年
齢
」
住
所
「

．一デ・ ﾜちのうごき一一一険
く　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ

1人・6，621人、17、l

l男・・221人・・l

！　女　3，400人　（10）’

ぐ　　　　　　　　　　　　　，
1世帯数1，773戸（3∫
と

！　　56年3月1日現在

！　　（　）は対前月比　　｛

矢黒成

野木實

初ユ米

榮キ吉

807989

坪鶴迫
　脇墨婁

迫
野
内

一
鶴
野
内
一

坪
　
谷
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